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ています。
　「いまさらですが FM 放送」とは言えなく
なります。放送内容、コンテンツは音楽に
特化したことも事業を後押ししました。
　FM 放送事業としては、東京ローカルの
FM 東京が 1970 年に開局、続いて 1988
年 J-WAVE（旧 FM ジャパン）の開局で
18 年ぶりとなりました。
　ここでもう一度、FM 放送はアナログ放
送です。ハイレゾには程遠い存在ですが現
在でも音楽コンテンツの放送局として多く
の支持を受けています。勿論高音質の放送
局も時代の流れの中で登場します。通信衛
星を利用したデジタル PCM 放送です。
　1992 年の頃は、専用チューナーが必要
でした。15 万円以上の高価格でした。
　放送局は 1992 年には 6 局でした。専
用チューナーが必要なこと、バブル崩壊と
時代は混迷、なんと翌年 1993 年に一局目
が廃業となります。なんとかその他の放送
局は頑張ってみたものの 2011 年にはほぼ
すべての放送局が廃業してしまいます。
　デジタル（音声）放送の終焉を迎えるこ
とになりました。（誤解の無いように現在
でも当時の放送局ミュージックバードは
SPACE DiVA として音質の良さを売り物
に衛星デジタルラジオを続けています。）
　高音質は、大切ですがそれが絶対ではな
いことが、こうしたことから理解できます。
　放送という媒体ではありますが筆者は「い
まさらですが FM 放送」なのです。

☆「いまさらですがFM放送」です。Ⅱ
　　FM放送局の設備

　放送局のスタジオ設備などを若干、紹介
します。東京キー局のTV局やラジオ局（FM
含む）の放送設備はなかなかのものです。
レコード会社の録音設備に勝るとも劣らな
いものです。しかし地デジ以前アナログ放

送時代の方がひょっとすると凄かったかも
しれません。
　以前紹介したと思いますが TBS はラジ
オもあり TV もありと音にこだわりを持っ
た放送局でした。アナログ時代の TV の音
声は FM で伝送していました。つまり FM
放送のクォリティを最低限確保する必要が
ありました。
　ラジオでも TV でも使う TBS ホール
は STUDER の音声卓、音楽番組 TV では
NEVE コンソールと STUDER マルチト
ラックとの組み合わせとなっていました。
NHK の設備も国産が基本でしたが非常に
クォリティの高い製品の開発を進めていま
した。K・A 氏は早くから海外の優秀な製
品のノウハウを国産に応用し、NHK と国産
メーカーが多くの優秀な機器を創りました。
　FM 放送はそうした設備や機器の運用で
音質を確保していたのです。
　今日コミュニティ FM など多くの放送局
が展開していますが、さすがにその設備は
高価な機器は使えません。しかし時代はデ
ジタルという技術を有効利用できるように
なりました。安価で高性能な機器の入手が
可能となっています。またこだわりある地
方の FM コミュニティ局の中にはコンソー
ルに新しいアナログ SSL、レコーダにプロ
ツールス HD マルチといった設備を有する
ところもあります。筆者はそこでサウンド
ドラマ制作を行いましたが、ローカル FM
局とは思えない作業を経験できました。こ
れもまた「いまさらですが FM 放送」なの
です。

☆「いまさらですがFM放送」です。Ⅲ
　　送信設備の音質？

　放送局の設備の話になると多くはスタジ
オ設備の話になります。ここではちょっと
送信設備についてお話をします。読者、皆
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☆　はじめに

　残暑お見舞い申し上げます。毎年の気候
変動が激しいように思われます。来年の夏
はもっと暑いかもしれません。日本も東南
アジア諸国と変わらない気候になってしま
うかもしれません。どうしましょう？
　筆者はとりあえずこの秋の美味しい季節
を待つことにしています。読者皆様も残暑
を健康に乗り越えましょう。
　今回のスタジオ夜話予定の通り「いまさ
らですが FM 放送」の続きです。お付き合
いよろしくおねがいいたします。

☆「いまさらですがFM放送」です。Ⅰ

　前回ではネットワーク全盛時代、TV は
地上デジタル放送、4K、8K もある時代、
しかしながら「いまさらですが FM 放送」
なのですとお話しました。こんな時代背景
の中で FM 放送は独自の発展？ を遂げてい
ます。J-WAVE はともかくローカル色の強
い FM 放送ですが（防災放送としての役割
と地方行政との連携からローカル色が強く
なる。）そのローカル色が個性となって様々
なコンテンツが生まれています。
　地方のローカル FM 局どうしがネット
ワークを利用して中継同時放送を行ったり
と面白い番組も多数あります。前述した
J-WAVE も東京ローカルの FM 局ですが地
方のローカル局とはまた違った発展をして
います。
　2006 年 5 月に日本国内で初の音楽番組
専門インターネットストリーミングラジオ

「Brandnew J “Just Like Radio”」のサー
ビスを開始しました。8 月には首都圏が対
象ですがインターネットサービスプロバイ
ダ事業「J-WAVE@NET」開始しました。
アナログ FM 局がネット事業、デジタル配
信事業を展開するといった逆転現象も起き
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様もご存じの通りスタジオで制作されたコ
ンテンツは、スタジオサブ調整室からマス
ターを経由して送信機に送られ、放送され
ます。
　読者、皆様が創られたコンテンツは放送
電波でその内容が、なるべく損なわれない
ようコンプレッサーやリミッターなどを介
して送信機に入力されます。
　正直オリジナルとはかなり、特にダイナ
ミックレンジなどは、違ったものになって
います。それでも音質が十分確保されてい
るのは送信にたずさわるエンジニアと機器
メーカーの努力の結果です。
　コンプレッサーやリミッターの設定は特
に重要です。場合によっては一台のコンプ
レッサーでは、うまくコンプレッション出
来ず2台使用するといった、裏ワザも必要
です。また送信機自体の音質も大切です。
　近年ローカルFM局の送信機には安価な
イタリア製やフランス製、アメリカ製といっ
たものが、多用されていますが、いずれも
FM放送用なので、音質はそれなりに確保
されています。またローカルのFM放送局
も音質にはそれなりのこだわりはあるよう
です。
　参考までに音質にこだわったコンプレッ
サーや送信機をご紹介いたします。
　

☆次回は

　「いまさらですがレコードを楽しむ」
　最新のアナログレコード、新たに始める
アナログレコードの世界を予定しています。
　スタジオ夜話をこれからもよろしくお願
いします。


